
野いちごだより（家庭通信）平成 23 年度№3 H23.6.30  
           

 いよいよ短夜の季節を迎え、日一日と夏めいてまいりました。 

野いちごでは、新しく加わった仲間が、日課にも慣れ安定した活動が行えるようになりまし

た。そして、以前からの仲間もさらに集中力を持って作業に取り組めるようになり、作業が

はかどり過ぎて嬉しい悲鳴をあげています。本当に頼もしい限りです。 

 

東日本大震災による受託作業への影響 

 東日本を襲った大地震は、静岡県内の事業所の活動にも大きな影響を与えました。   

内容は様々ですが、最も深刻な影響を受けたのは事業所活動の中心となる、受託作業や自主

製品の製造、販売に関わることでした。 

 

１大きな収入を見込んでいたイベントが、震災により自粛、中止となり予定していた収益も

得られず、さらに多量の自主製品の処理などに頭を痛めている。 

２自動車関係の受託作業をしていた事業所は、震災当初工場が稼働せずその為、収入が大き

く落ち込み事業所の運営そのものにも支障が出た。 

３自主製品を扱っている事業所では製造に必要な資材が、店舗などを運営している事業所で

は販売用の材料が入りにくくなったなどありました。 

現在は、震災当初に比べると状況は回復傾向にありますが、まだ完全に戻ったとは言えない

状況が続いています。 

 これらは、県内の状況のほんの一例で、多くの事業所で何らかの影響を受けています。 

そして、私たちの野いちごも同様で、４月より利用者が増えた事により、作業量も増え以前

よりも多くの作業が必要となりましたが、震災の影響で協力事業所の仕事も不安定になり

日々の活動に必要な仕事量の確保がたいへん難しくなっています。現在は何とか作業を切ら

すことなく対応できていますが、今後の状況は楽観できるばかりではありません。 

 その為、対策として作業内容を追加していきます。                   

今までは、①紅茶、コーヒー等の手詰め作業②箱折り作業③鰹節パックの手詰め作業など、

食品関係の作業を中心に行なってきました。これからは、電気部品の組立、電池パックの梱

包開封、電気部品用のケース組立等工業関係の作業も行ないます。そして継続的に安定して

作業ができる状態を保てるように努力していきます。  （ 押尾浩二 ） 

 

  
6 月 

    

 

行 事 予 定 

７月１日（金曜日） 施設外研修（日帰りバス旅行） 

 １２日（火曜日） 料理教室 講師 押尾 「夏野菜で暑い夏をのりきろう」 

 １６日～１８日  １８日（月曜日）海の日を含めて、３連休 

 

 「梅雨の合間の青空はもう夏です。暑さに負けない体力を養っておきましょう。」 

ＷＫさん実習 

静岡北特別支援学校より職場実習を行いまし

た。「任された仕事を最後までやり遂げることが

できる」を本人の課題とし作業等に取り組みま

した。 

  

平成 23 年度第 2 回 防災訓練 

6 月 21 日（火曜日）大規模地震、大津波を想定し

た避難訓練を実施しました。避難候補の一つであ

る東名高速の西焼津バス停に避難しました。 


